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北海道観光情報の効果的提供に向けたシソーラスの構築   
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1。はじめに  

観光がすでに基幹産発となっている北海道で  

は，これから来訪客数の増大に結びつくような北  

海道観光情報の提供を行う必要がある。   

現在，雑誌，でⅤ，WWW等多様なメディアに  

おいて北海道観光情報が提供されている．これら  

のメディアの中でも特にWWWはその情報盈，  

情報の最新性といった利点からより効果的な情  

報の提供を行うことができると考えられる．しか  

しながら，Ⅵ間上で公開されている情報は必  

要とされない情報，例えば広告等の鰭報を多く含  

む．すなわち，多塩のノイズを含む倍報である。   

そこで，奉研究では北海道観光槽報のシソーラ  

スを構築することにより必喪な情報を効率的に  

収集し，その鰭報を効果的に提供するためのシソ  

ーラスの構築法を漠虞する。  

以下では，その詳細を説明する．  

2。1 H弧タグに基づくテキスト抽出  

W抽ページの内容を用い，効果的な北海道観  

光情報の提供を行うためには，WWWのような  

ノイズを含む情報においてⅥ毎bページが表す内  

容を的確に把握する必要がある．したがって，  

Webページの内容を的確に把握するために  

HでML言語において用いられるHTMI．タグに  

基づくⅥ泡bページの内容推定を行う。本研究で  

は，このHでMルタグに基づくⅦ抽ページ内容  

推定において以下の二奄額のタグを凍用する．  

。＜甘Ⅰ℡むE＞タグ  

。＜HR選評＞タグ  

＜耶耶．冤＞タグに囲まれるテキストは，その  

W抽ページの概要的な内容を表していると考え  

られる．また，＜HRE厨ゝタグに囲まれるテキス  

トには，そのW抽ページの具体的な内容を示し  

ていると考えられる。   

本研究では，この二つのタグに囲まれるテキス  

ト情報を個別に抽出し，以下の類似度算出およぴ  

クラスタリングにおいて用いる．  

2。北緯道鏡光倍額のシソ薗ラスの繭東   

本牽では，捷来するシソーラスの構築法の詳細  

について述べる。卒研究では，テキストマイニン  

グ技術抱】抱】【3】を基に，以下のような手順によっ  

て北海道観光情報のシソーラスの構築を行う。  

【シソーラス構築接】   

1。HTMもタグに基づくテキスト抽出   

2。形嘘寮解析の適用   

3。名詞頻度ベクトルの作成   

4。各単静間の類似度の膵出   

5。類似度に基づく単帝のクラスタリング  

2。2・形態涛頗祈の適用   

類似度の算出において，HTMLタグに基づき  

抽出されたテキスト情報全てを利用した場合に  

は計算コストが膨大であると考えられる。また，  

テキストにはノイズが含まれると考えられるた  

め，適切な類似度の算出が困難である．したがっ  

て，本研究ではHTMムタグに基づき抽出したテ  

キスト情報に対して形態素解析を適用すること  
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によってこれらの問題の解決を行う．本研究では  

形態素解析のために「茶芙」を用いる．まず「茶  

菟」によって分解されたテキスト情報の中から名  

詞句の単籍のみを抽出する．  

く類似度の算出方法を示す．   

ある単語㌔とた9め類似度尺p9をそれらの名  

詞頻度ベクトル間の内積  

（4）  皮〝＝Ⅳク・Ⅳ9   

により算出する・したがって・尺ク9は単語㌔・た。  

間の共起関係を表すものとなる．  
2．3 名詞頻度ベクトルの作成  

次に，各名詞句の単静の出現頻度を算出し，以  

下のような名詞頻度ベクトルを作成する．   

Webページをdとし，別個のdの集合を  

β＝（dl，d2，…，d′，…，軋）  （1）   

とする．また，βに含まれる名詞句の単綺を単  

籍たとし，その集合を  

g＝（た1，た2，…，たノ，…丸〉   （2）  

とする．ただし，〃は∂に含まれる単辞の総数  

である．   

このとき，あるWbbページd′に含まれる単持  

ちの出現頻度をイとすると，単籍りこ対する  

名詞頻度ベクトルⅣノは  

Ⅳノ＝（イ，可，…，イ，…，克）（3）  

となる．   

この名詞頻度ベクトルは出現頻度順にソート  

し，類似度の算出においては，名詞頻度ベクトル  

において高頻度の名詞句を用いる．高頻度の名詞  

句のみを類似度算出において利用することによ  

りノイズに対してロバストであり，かつ計算コス  

トを抑えた類似度算出が可能となる．  

2．5 単語のクラスタリング  

続いて，算出された類似度に基づき各単籍のク  

ラスター」ングを行う．クラスタリング方法として  

は類似度が最大の単籍を結合する最短距離法を  

採用する．   

このような単帝のクラスタリングを行うこと  

によって，北海道観光情報のシソーラスを構築す  

る．利用者は生成された北海道餞光情報のシソー  

ラスに基づき，WWW上の情報の取捨選択が可  

能であり，効率的かつ効果的な北海道観光情報の  

提供が可能となる．  

3．おわりに  

本研究では，北海道観光情報の効果的な提供を  

行うことを目的とし，北海道観光情報のシソーラ  

スの構築法を提案した．その具体的な結果を当日  

発表する．  
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2．4 各単語間の類似度の井出   

形態素解析に基づき作成された名詞頻度ベク  

トルを用いて各単静間の類似度を算出する．この  

類似度の算出においては，＜℡ITLE＞タグおよぴ  

＜HREF＞タグ，二つのタグに基づく名詞頻度ベ  

クトルを用いる．以下に名詞頻度ベクトルに基づ  
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